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微少量40Ar-39Ar年代預淀にむけて

一斜長石一粒の精密年代測定を目指す一

宇都浩三1)

1.K-Ar年代測定のこれまで

K-Ar年代測定が,実用化されて約40年,日本へ

の技術導入がなされてから30年余りが過ぎた昨今,

商業的測定機関での測定値も含め急速な勢いで測定

年代値が公表されつつあり,毎月国内の学会誌のい

ずれか1つにぽ必ず年代測定に関する論文が掲載

されるほどになった.年代値の報告量ほかりでな

く,質においても昔に比べ精度も向上し,十万年よ

り若い火山岩のように極めて若い地質試料について

も測定されるようになった.その背景には,地熱開

発というナショナルプロジェクトがあり,熱源評価

のためにも精度の高い大量の放射年代値が必要とさ

れたということがひとつある.その過程で商業的測

定機関が充実し,またその存在カミ広く知られるよう

になり,広く地質学研究者一般に利用されるように

なった.また,アカデミックな研究室としても,

1960年代東京大学,東北大学,地質調査所の3ヶ

所だけであったのが,東北大学の活動停止にも関わ

らず,岡山理科大学,山形大学,岡山大学で行われ

るようになり,近く京都大学でも開始の予定と,着

実に増えてきている.加えて,活動的島弧変動帯と

いう日本の地質状況に対し,欧米の年代研究者の関

心が高まり,欧米の研究室において日本の地質試料

を対象とする40Ar-39Ar年代年代研究が幾つかなさ

れるまでとなった.

我が地質調査所においては,1960年代初め柴田

賢により開始されて以来,これまで1000を超す年

代を花こう岩および変成岩を中心に測定し,日本の

地質学の発展に大きく寄与してきた.一方,第四紀

火山岩類の年代測定については,地無資源探査,火

山噴火予知,原子力安全研究などの観点で重要性が

高まってきつつあり,近年積極的に対応してきた一

その中で,十万年より新しい火山岩類の正確な年代

測定について最近力を注いできたが,溶岩について

十分信頼性の高い年代を生産できるようにたり(松

本ほか,1989),現在は2台のアルゴン専用質量分

析計を,1台は若い火山岩専用に,もう1台はそれ

以外の岩石･鉱物試料にと使い分け幅広い地質試料

に対応できる体制が整ってきた.

このように質･量の両面で充実してきたK-Ar

法だが,全ての地質試料に対して適用できるわげで

はなく,重要な課題に対して力を発揮できない場合

が多い.しかし,このKl-Ar年代測定法の変形で

ある40Ar-39Ar法は,同じ放射壊変現象,つまり同

じ物理時計を用いた年代測定法であるにもかかわら

ず,様カな点でK-Ar法の持たない優れた特質を

有しており,欧米ではK-Ar法よりも一般的な年

代測定法となりつつある.しかし,日本において

は,放射線管理に関する厳しい法律に阻まれ,僅か

に東京大学と山形大学においてのみ行われている.

地質調査所でも,技術的には十分対応可能な状況に

あり早期にその導入が望まれている.特に,最近さ

かんになりつつあるレｰザｰ利用による微小領域の

年代測定は,K-Ar法では原理的に不可能であり

40AI｣39Ar法の導入が必須である.以下には,40Ar-

39Ar法の持つ様次の特徴におよび今後期待される

応用例について,ごく一部ではあるが紹介したい.

細かい技術的なレビュｰは,稿を改めて行う予定で

ある.

2.40如一39Ar法の原理および特徴

40Ar｣9Ar法の詳しい原理,および特徴について

はMcDauga11andHarrison(1988)やFaure(1986)

の教科書や兼岡(1988a,b)の解説に詳しいのでそれ

1)地質調査所地殻化学部
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極徴量40Ar-39Ar年代測定のためのレｰザｰ試料

融解精製装置(アメリカ合衆国地質調査所メソロ

バｰク支所).台の上の横長の筒がアルゴン連続

レｰザｰ発振装置.その右側に赤外温度測定セン

サｰ付きの顕微鏡およびCCDカメラ付きの双眼

顕微鏡装置が並んでいる.レｰザｰ発振装置の後

ろ側のラックに,赤外温度測定装置,画像収録用

ビデオ,レｰザｰコントロｰラｰが収まってい

る.写真右端が,超高感度アルゴン専用質量分析

計の試料導入部.

写真1

に譲ることとし,以下には簡単に40Ar-39Ar法の原

理を述べ,更にK-Ar法では不可能もしくは困難

であった点で,40Ar-39Ar法が逆に得意とする分野

について簡単に述べてみたい.

岩石･鉱物中に含まれるカリウムのうち

0.01167%が放射性同位体の40Kである.この40K

のうち約89.5%はカノレジウム40(40Ca)へとβ壊変

する(壊変定数λβ=4-962×10-1o/年)が,残りの

10.5%は40Arへと電子痛獲壊変する(壊変定数λβ

=0,581×10■1o/年).従って,岩石･鉱物中の40K

に対する放射起源の40Ar(40Ar*)の割合を知ること

によりそれらの形成年代丁を次式を用いて求める

ことが出来る.

T=1/(λβ十λ､)×1n[40Ar*/40K×(λβ十λ｡)/λ｡十1コ

��

K-Ar法においては,前述のごとく40Kと40Ar*

を別表の方法で定量して,年代を求めている.Mer-

rihuhe(1965)およびMerrihuheandTumer

(1966)は,39Kに速中性子を照射すると39Arカミ形

成されることを利用し,アルゴンの同位体比測定の

みにより上に示ナ年代計算を行えることに気がつい

た.天然において40Kと39Kの存在比は0.01:

93.26であるので,速中性子によってどれくらいの

割合で39Kから39Arが形成されたかを正確に知る

1993年1月号

写真2レｰザｰ試料融解結製装置の岩石･鉱物試料加熱

ステｰジおよびガス精製部付近のクロｰズアッ

プ.左側の角形の顕微鏡は,レｰザｰ照射時の岩

石試料の温度が測定できるように赤外温度センサ

ｰが備え付けられている.中央部にはCCDカメ

ラを搭載した双眼顕微鏡があり,その下に円形の

試料ステｰジが取り付けてあり,冷光照明装置に

より光があてられている.試料ステｰジの左側に

置いてあるジョイスディクは,モｰタｰ駆動でレ

ｰザｰの焦点上に試料を移動させるためのもので

ある.レｰザｰ照射による加熱で試料から発生し

たガスは金属性の蛇腹チュｰブを通ってガス精製

部に拡散し,2本のガラス製ゲッタｰにより活性

ガスの吸着精製が行なわれる.緒製後,アルゴン

は右端のインレットバルブを通って,質量分析計

に送られる.右端に｢1｣と書かれた角形の箱は,

トルクモｰタｰで,コンピュｰタ制御によりバル

ブの開閉を行たうためのものである.

ことが出来れば,間接的に試料中の40Ar*/40Kを知

ることが出来るというわげである.年代は次式によ

って求められる.

T=1/λ×1n(1+J×40Ar*/39ArK)(II)

但し

J=39K/40Kl×λ/λe｣∫φ(E)σ(E)dE

39ArK:中性子により39Kから生じた39Ar

■:中性子照射時間

φ(E):エネルギｰEでの中性子線束

σ(E):エネルギｰEでの中性子捕獲断面積

カリウムを直接定量する代りに,39Arから間接的

に40Kを知るという点だけを考えれば,それまで

のK-Ar法と原理的にたんら代るところのないた

だの1変形といえるかもしれない.Lかし,40Ar-

39Ar法は,K-Ar法てばなし得ない無数の可能性を

秘めた年代測定法であるということが,その後の約

25年での研究で鮮やかに示されてきている一それ

らは,ひとつの重要な特徴から派生するものであ

る.即ち,``同一試料中の親核種と娘核種を同時に�
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測定できる"ということである.そのことの持つ意

味を以下に列挙してみたいと思う.

まず第一は,試料の不均質性を気にする必要がな

いということである.このことは極微量の岩石･鉱

物の年代測定の上で非常に重要である.K-Ar法で

は,カリウムとアルゴンの定量を別々に行うので,

試料の不均質性は年代の信頼性に大きな影響を与え

る.岩石の粉砕に伴うアルゴンの散逸を避けるた

め,アノレゴソの測定には通常ある程度以上の粒径

(>数十μ)の試料を用いる.従って測定重量を少な

くすると,試料の均質性が極めて重要な問題とた

る.ましてや,単結晶の正確なK-Ar年代を得る

ことは不可能である.その点で,レｰザｰプロｰブ

を用いた微小領域の年代測定は40ArL39Ar年代測定

でなげれほ意味を持たない.

次に,岩石･鉱物試料中の放射起源アルゴンを一

部分だげとりだして年代測定することが可能である.

K-Ar法においては,試料中の全てのアルゴンを取

り出して定量したければ有意の年代を得ることが出

来たい.何故ならば,カリウムの定量も試料中の全

量を測るからである.即ち,試料内のアルゴンを一

部取り出したとき,それに対応するカリウムを測定

することが出来ないからである.しかし,40A卜

39Ar法においては,カリウムは速中性子照射によ

りアノレゴソに置き替っている.結晶内において同じ

サイトに存在する放射起源40Arと中性子照射起源

39Arは常に同じ割合で脱ガスするので,試料の一

部分だけを脱ガスさせても当然意味のある年代を求

めることが出来る.このことこそが,K-Ar法にな

い40Ar｣9Ar法の最大のメリットであり,段階加熱

法という形で様々な年代学的な応用が試みられてい

る.段階加熱法においては,試料を幾つかの温度ス

テップに分けて段階的に加熱し,各温度部分で回収

したアノレゴソについて年代を求めるもので,1試料

について温度ステップの数たけ年代を求めることが

可能である.これらの年代が全て一致するのカ㍉そ

れとも加熱温度変化に伴い年代がどう変化するかを

吟味することにより,測定試料の過去の履歴をある

程度推定することが可能どたり,得られる年代の吟

味が可能となった(第1図).

さらには,年代測定の精度の飛躍的た向上である.

K-Ar法においては,試料中のカリウムと放射起源

アルゴンの濃度を別々の方法で定量することにより

年代を求める.両定量法の誤差の相乗平均が得られ

る年代の誤差となるため,誤差を小さくすることは

容易ではたく,誤差が1%以下になることはほと

んどない.一方,40Ar｣9Ar法においては,(II)式

において40Ar*と39ArKの比を求めることで,即ち

質量分析計によるアルゴン同位体比測定だけで年代

が得られる.質量分析計におけるアルゴン同位体比

分析は,機器の性能向上により4桁たいし5桁,

即ち10-100ppmの精度で測定できるようになっ

た.従って,40Ar-39Ar法では,極めて精度高く年

代測定をすることが可能である.加えて,レｰザｰ

融解極微量年代測定は以下のようなメリットを有し

ており,測定年代の精度の向上をもたらしている.

ひとつは,レｰザｰは試料およびそのごく近傍だけ

を加熱するため,ホットブランク(高温にたった抽

出装置壁からのアルゴンの脱ガス)が他の試料融解

法に比べ極めて小さいことである.そのため,非放

射起源(いわゆる大気)アルゴンの混入率を小さくす

ることができ,その結果年代測定誤差を小さくする

ことができる.もうひとつは,試料から出てくるガ

スの量がごく少量であり,抽出精製ラインおよび質

量分析計を汚さないということ,加えてレｰザｰ加

熱ま数分以内の短時間でできるということである.

測定装置内の真空が悪くなる程度が小さくかつその

時間が短いため,短時間の排気で次の測定が可能に

なる.そのため,約30分に1回の割合で測定でき

る.従って,1目に1O測定以上行うのはそれほど難

しくない.そのため,同一試料から分離した結晶を

多数測定し,それを統計処理できるので誤差カミ小さ

く信頼性の高い年代を得ることができるようになっ

た.年代測定精度の飛躍的向上により,数億年前の

地質事象を数十万年,つまり約0.1%の分解能で測

定されるようにまでたった.

K-Ar法は,1試料について1つの年代が得られ

るという大きなメリットをもつが,しかし得られる

年代に対する客観的妥当性を自分自身が示せたいと

いうデメリットも合わせ持つ.それに対し,40Ar-

39Ar法は前述のように段階加熱法という手法でそ

れを示すことに成功した(第1図).以下に,40Ar-

39Ar法の得意とする適用例の一部を簡単に述べる.

(1)変質した岩石の形成年代:

アルゴンは不活性の気体元素であるため,放射性

カリウムから放射壊変により生成され岩石内のカリ

地質ニュｰス461号�
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lb1二次的彫饗を受けてArが一部失わ

れた場合

で見せかけの古い年代がみられる場合

“:岩屑の生成年代

(:岩石が二次的な影響を受けた年代

ジ:見かけのK-Ar年代

が失われた場合

第1図段階加熱法による40Ar｣9Ar年代バタｰンの模式例と,その形成の要因例(兼岡,1988a).

ウムのサイトに留まっていても,風化や変質作用に

より結晶構造が緩んだり壊れたりすると,簡単に大

気中に逃げてしまう.一般に岩石や鉱物には低温の

環境で不安定な部分と高温まで安定た部分があるの

で,それらを分けて年代測定すること(段階加熱法)

により,岩石の形成以降乱されていない部分の年

代,即ち形成年代を知ることが出来る.

(2)変質した岩石の変質年代:

上とは逆に,低温でアルゴンを逃してしまう部分

の年代を求めることにより,変質作用があった年代

を推定することが可能となる.

(3)過剰40Arの検出:

K-Ar法においては,一般的には岩石中の放射起

源40Arは,全40Arからいわゆる大気40Arを差し

引いて求める.大気40虹とは岩石中の36Arの

295.5倍の量であるという仮定のもとに与えられる一

しかし,この仮定が常に正しいとは限らたい.例外

には2種類あるが,一般的に皐く知られているの

は過剰40Arである.過剰40Arは,地下深部起源の

鉱物や急冷した岩石に含まれることが多い.K-Ar

法においては,直接的に過剰40Arを検知すること

は不可能である.しかし,40Ar-39Ar法において

は,段階加熱法によ'る年代パタｰンおよびアイソク

ロン法の検討により検知することが可能であり,海

底火山岩だとの年代測定では必須となっている､

(4)深成岩の冷却年代および堆積岩の続成年代:

1993年1月号

花こう岩などに一般的に含まれる低温型のカリ長

石(徴斜長石および正長石)は,カリウムを10wt%

以上も含みながら,放射起源40Arを保持し得ない

鉱物として,K-Ar年代測定には不向きた鉱物とさ

れてきた(Da1町mp1eandLanphere,1969).しか

し,最近の精密な段階加熱法を用いた40Ar-39Ar法

により,これらは放射性40Arを保持できたいので

はたく,低温までアノレゴソの結晶内拡散速度が早

い,即ちアルゴンに対する閉鎖温度(アルゴンの結

晶内移動速度が実質的にゼロにたる温度)が黒雲母

等の鉱物に比べ低く,150℃程度であることが判明

した.このことは,カリ長石がごく低温領域の熱的

な出来事のあった年代を記憶していることを意味し

ている.つまり,花こう岩だと深成岩類の貫入冷却

の歴史を知るに当り,閉鎖温度約300℃の黒雲母.

K-Ar,40Ar-39Ar年代とカリ長石40Ar｣9Ar年代を

求めることで300℃から150℃までの冷却速度を知

ることができ,これまで明確でたかった深成岩類の

冷却速度が低下する時期の冷却史を正確に知ること

が可能とたった.一方,花こう岩類等を起源とする

砕則性堆積物が徐々に埋没していくと,地温上昇に

より続成作用を被る.従って,堆積岩中のカリ長石

の些0Ar｣9Ar段階加熱年代測定により放射起源40Ar

の拡散過程を推定でき,堆積盆の温度構造および熱

履歴等を知ることが可能とたった.ボｰリングコア

を用いた堆積盆の熱史の解明たどにより,石油堆積�
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盆の石油熟成度等に関する重要た情報を与えつつあ

る(McDouga11and亘arrison,1988).

(5)変成岩の複雑な勲史の解明:

複雑な熟史を経ている変成岩の中の鉱物のK-

Ar年代測定においては,得られる年代がその鉱物

が記憶している熱史の平均の年代たのか,最も最近

の出来事の年代たのカ㍉あるいはその間の暖味な年

代なのかが不明である.しかし,段階加熱法により

低温部から順次脱ガスさせて年代を求めていくこと

で,ある程度それらについての解を求めることが可

能である.変成岩の熱史解明には,閉鎖温度の異た

る複数の鉱物を用いたり,Rb-Sr法など他の年代

測定法を併用したりしなければ明確な解が得られな

いことが多い.40Ar｣9Ar法による段階加熱年代パ

タｰンは,それらの解釈に有用た情報を提供してく

れる.

(6)地球外物質の年代測定:

地球外物質,月の岩石および隈石の年代測定の場

合,測定に使用できる試料の量は極めて限られてい

る.上述のごとく,K-Ar法の場合,カリウムとア

ルゴンの分析を別刷こ行うので,極微量の試料では

均質性を保つことが困難どたり正しい年代が得られ

にくい.一方,40Ar-39Ar法は,極微量の試料でも

正確た年代を求めることが可能であり,地球外物質

の年代測定に大いに威力を発揮している.40A卜

､39Ar法の開発は,もともと地球外物質に対し行わ

れ,その有用性が知られるようになった(McDou-

ga11andHarrison,1988;兼岡,1988a)という歴史

的経緯もある.

3.新生代火山活動史解明にむけて

日本において新生代,特に中新世以降の火山活動

史を詳細に解明することは,さまざまな理由で要望

されており,今後もますます重要となってくると考

えられる.K-Ar法は,変質していたい新鮮な結晶

質の地上噴出溶岩類の年代測定に大いに貢献してき

た.しかし,変質した火山岩,海底火山岩たどに対

し,測定原理上の限界から適用できたい.世界の最

先端の研究成果に接すると,火山活動史の詳細な解

明に40Ar-39Ar法が今後重要な役割を担うことは疑

いようのたい事実である.それでは,新生代火山活

動史の解明という命題のもとに,具体的にどのよう

な戦略で研究を行うのか.

基本戦略としては,火山岩の中で最もありふれた

斑晶鉱物,斜長石を極微量(100mg以下,出来れ

ば単結晶)用いて精密な噴出年代を知る,というこ

とである.斜長石は,0.1-0.5%程度とある程度

K20を含んでおり,大半の火山岩中に少なくとも

数%程度は斑晶として含まれているので,その測定

技術が確立すれば殆どの岩石が測定対象と成り得

る.アメリカ合衆国地質調査所メソロパｰク支所の

Pring1eを中心とする最近の研究は(Pring1eeta1.

1991.1992),数十万年のテフラ中の斜長石斑晶を

数十mg用いて誤差10%の精度で年代を求めるこ

とが可能であることを明らかにした.我が国におい

ては,具体的には以下に列挙したような課題に対し

有効に機能すると考えられる.

(1)中新世``グリｰソタフ''の火山活動史の解明

東北日本の西半分を中心に広く分布するこれらの

中新世火山岩類は,一般に変質著しくK-Ar年代

測定では正確な噴出年代を知ることは不可能であっ

た.日本列島の現在の骨格の形成の歴史や機構を詳

細に知るためにはこれらの火山活動に信頼性の高い

時間軸を入れることが必要である.これに対し,極

微量40Ar｣9Ar年代測定で正確な噴出年代を知るこ

とが可能になると期待される.まずは,たるべく変

質を被っていない斜長石斑晶を極少量(50mg以

下)用いるだげで精密な年代を得られるようにたる

ので,K-Ar法では適用できなかった酸性凝灰岩類

を含めて測定対象が大きく広がることは間違いない

であろう.次には,段階加熱法の適用である.風化

や変質による放射性40Arの散逸の影響を知る上で,

段階的税ガスの年代バタｰンの吟味は不可欠であ

る.

(2)海底構造発達史の解明

日本は,いうまでもなく四方海に囲まれているの

であるから,周囲の海底がどういう歴史を経て今日

に至ったのかを知ることは,日本列島の構造発達を

語る上で重要た鍵とたる.これらに関する精密た年

代デｰタは,未だ十分ではたい.兼岡の日本海の火

山岩類についてのK-Ar,40出｣9Ar両法を用いた研

究(兼岡,1991のまとめに詳しい)を見ても明らか

たように,日本海形成時期の詳細な解明は40Ar-

39Ar年代値によってもたらされ,K-Ar年代はサポ

ｰトデｰタにしか成り得ていない.ここで重要なご

地質ニュｰス461号�
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とは,高い水圧下で噴出した火山岩に特有の過剰

40Arの除去,海底での変質作用による放射起源

40Ar散逸の影響の除去であり,当然段階加熱法が

有用である(兼岡,1991).加えて,Pring1eeta1.

(1991)が数百万年前の海山についての年代測定で

示したように,斜長石斑晶の年代測定は重要であ

る.特に,水冷破砕された火砕岩の年代測定には期

待が持たれる.加えて,深海底から試料を回収する

場合,測定に適した岩石の量が限られていることが

多いので,微少量測定技術が必須となってくる.

(3)第四紀テフラの直接年代測定

第四紀の大規模火山噴火で広域に降下堆積した広

域テフラ層は,広範な地域に対し同時間面を提供す

るため,火山噴火活動史の解明という観点だけでは

なく,第四紀の地殻変動史,海水準変動史の解明等

に広く用いられる.従って,火山噴火予知,地震予

知,地球環境変動等の重要な研究課題の中で,テフ

ラの堆積年代を正確に知ることは重要である｡

地質調査所は,テフラの上下に流下堆積した溶岩

流の精密年代測定により,十万年より若い重要た指

導広域テフラの間接的年代決定を可能とした(松本

ほか,1991).しかし,兼岡の指摘にあるように,

テフラそのものの直接年代測定はK-Ar法では原

理的に困難である.40Ar-39Ar法の適用は,火山ガ

ラスおよび斜長石斑晶の直接測定を可能にし,特に

渇望されている十万年から数十万年前の広域テフラ

の年代決定に大きく貢献すると期待される.

段階加然法による過剰40Arや放射性40Ar散逸の

検出も当然重要であるが,(1),(2)の場合と異たり,

以下の2つのことがテフラの精密な年代測定の上

で重要である.1つは,異質結晶の混入の影響を除

去することである.テフラが噴出･堆積する過程

で,噴出マグマに由来したい様方な異質結晶が混入

する可能性がある.極微量の年代測定により,これ

らの異質結晶だとの混入の影響を除去することが容

易とたった.特に,レｰザｰを用いた1個ないし

数個の結晶の年代測定において,その効果は大きい

(第2図).次に大事なことは,大気ア.ルゴソの混

入の程度をたるべく少なくし,年代測定精度を向上

させることである.岩石･鉱物を段階加熱する際,

低温においては,結晶内のカリウムの位置に発生す

る放射起源40Arは鉱物内からあまり逃げないが,

結晶表面に付着したり格子欠陥たどにトラップされ

1993年1月号
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第2図第四紀テフラ中のカリ長石斑晶のレｰザｰ単結

晶{oAr-39Ar年代測定例(Boggardeta1.,1989の

デｰタをもとにした図:Schminckeetal.,

1990).最初に噴出したフォノライトには多数の

異質結晶(下側のアイソクロン図で線の左下にプ

ロットされるもの)が混入しているのに対し,後

から噴出したトラカイト中の斑晶はすべて本質

結晶であり215,OOO±4,OOO年のアイソクロン年

代を与える.噴火開始時には,火道を形成する

過程で多くの異質結晶を取り込むが,安定な火

道が形成された後は,異質結晶を殆ど取り込ま

なかったと解釈される.

ている大気アルゴンは抜け易い.従って,800-

1000℃程度の温度で試料を予備加熱しその問脱ガ

スする気体を真空ポンプ側に排気させることで,少

々の放射起源40Arの散逸を犠牲にしても大気アル

ゴン成分の大半を捨ててしまうことが可能である一

そのため,実際に試料を融解させて放射起源40Ar

の大半を回収する際,大気アルゴンの混入量を低く

押えることが出来,その結果大気混入率が低く精度

の高い年代を得ることが可能である(第3図).Prin-

g1eeta1.(1992)は,この方法で約25万年前のテフ�
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第3図

第四紀テフラ中の斜長石,カリ長石斑晶の極微量40Ar｣9Ar年代測定例(Pring1eeta1.,1992).レｰザ

ｰ加熱(左側)においては10-20mg,低抗炉加慈(右側)においては,50-80mg程度の試料で年代が得

られる.彼らは,約30万年の火砕流中の斜長石について誤差1割程度で年代を求めることにも成功し

た.

ラ中の斜長石斑晶の年代を誤差約10%で求めるこ

とを可能とした.

4｡最後に

“1粒の斜長石から精密た年代を得る''この技術

を我六が手にすることはそれほど難しいことではな

い.地質調査所においては,極微量の岩石･鉱物試

料の精密アルゴン同位体比に必要な質量分析計,分

析技術および知識は,十分に揃いつつある.あと

は,原子炉で中性子照射した放射性の岩石試料を取

り扱うための放射線防護設備と極微量のアルゴンを

超高真空下で取り出すためのレｰザｰ発振装置を含

めたアノレゴソ抽出精製装置の導入だけであり,これ

らの環境が整えぼいつでも実用化に向けて走り出す

ことが可能な状況となりつつある.今必要なもの

は,これらの設備を整備するための数千万円の予算

と数年間の技術開発の(正確には欧米において完成

されつつある技術を導入する)ための時間,それと

幅広い地質分野への応用を考えつつ一緒に走ってく

れる仲間だけである.決して,初夢でみた夢絵空言

ではない,と大見栄をきづておこう.

ケンブリッジ大学から地質調査所にK-Ar法を

持帰り,30年にわたって年代測定研究室を発展さ

せてこられた柴田賢氏の退官の年に当り,同氏の

これまでの優れた業績に敬意を表するとともに,私

達へのこれまでのご指導を深く感謝申し上げる.氏

の作られた土台をもとに,私達はますます頑張って

40ArJgAr法という新しい世界を切り開きたいと思

っている.
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地学と切手

地質調査を主題とした切手

地質調査を鉱床探査まで意味を拡げるとすれば,

1898年オマハで開かれたトランス･ミシシッピ』

博覧会で発行されたWestemMiningProspectorと

題する50セント切手が最初であるが,それ以後は

さっぱりお目にかかれない.むしろ戦後になってア

ジアで発行されたものが4種ある.

中国では調査を勘察というらしく,1954年発行

の勘察地下資源と題する3200円切手は,カタログ

にはHupe地方のTayeh地域と地名が入っている

が,残念ながらよくわからたい.次の8分切手は

1956年8発行第1次5ヵ年建設計画記念18種のう

1993年1月号
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ちであり地質勘察と題され,測量を伴った地質調査1

で,すでに女性の地質屋さんが登場している.

次のヴェトナム切手は1961年地下資源調査らし

いが,北ヴェトナム当時のもので,デｰタはさだか

でない.

最後の20セント切手は当時の英領ソロモン諸島

で1968年に発行された地質調査と題された切手で,

図案は近代的た航空機による物理探査である.英領

ソロモン諸島は1975年にコソモソウェルスの一員

となって独立した｡首都はカダルカナノレ島のホラニ

アである.�


